
ハチとその周辺

旧高第14回
丹沢章浩

817年卒業

ヤマハテとと山口八郎先輩(我々はもっと短か〈

四ハテ"と呼んでいたが)は、私の知る限り成城水

泳部随ーの快男児だったと思う o そしてその生涯は

まとと K短かかった。ハチは戦争末期の昭和20年

月、九州南海上 K愛機「天山」と共K消えたo I天

山」は日本海軍が誇る最新鋭の雷撃機で、ハチは予

備学生出身としては最優秀のパイロットだった。ハ

チは水球をとよ左〈愛し、その天性は成城時代より

むしろ神戸商大へ進んでから開花した。世界中が戦

争していた時代で、オリンピックは左かったが、も

しあれば日本代表のハーフパックだったかも知れ左

いo それほどの名手だった。もちろん成城時代も名

物ハーフパックであった。抜群の運動神経と恵まれ

た体の割 Kはどうゅう訳か競泳(長距離)の方は余

りパッとし左かったが、球を頭の前陀キープして敵

陣Kパク進するスピードは信じられ左いほどで、い

つぞのとと競泳のときも球とー諸 K泳いだ方が良い

のでは左いかと悪口を言う奴もいる位であったo ま

た遠投力もゅう VC20米を越え、成城、神戸を通して

の名コンピであったカマゾウとと守田謙三先輩の前

K落す適格左パスはととどとく得点K結びついたo

カマゾウは独特の広い肩幅で、慶応の和田ノミクツ氏

以来の名フローティングフォワードとも言われ、ま

た競泳の分野でも高校水泳史上はじめてパタフライ

を登場させ、 50米までは二位以下を 11米も引き離す

華麗さを展開し驚威の眼で見られていた o とのな二

|遺稿|

舎シーズンを省みて
旧高第12回(S15年) 山口八郎

自分は、今シーズン乙そ頑張る積りでシーズン

アップ中も殆んど無休で帝大プーノレ K も行き、ポ

ロの講習会 Kも参加して、大い K張切って居たの

だが、インターハイでは浜田がタイムを上げてく

れたのでうまく行けばリレーは優勝位出来たかも

知れ左かったの K、自分が尋常科四年以来以前と

変わらずタイムがよく左〈て、切角の機会を無K

左側丹沢章浩 右側山口八郎

人をはじめ一年下のハマコウとと浜田収先輩や、会

二人より少し先輩の、それとそ高校短距離界K無敵

の存在だったカイスクとと竹尾先輩左ど、との時代

の成城水泳部は数少左い天才K よって支えられてい

たと言えよう。だから優勝者は出ても総合得点では

東京高校ゃ、府立高校より下位K甘んじていたよう

K憶えている o

ハチは部の生活以外の面でも私達の先生で、良い

とと悪いとと、随分教えられるととが多かった o 大

学の夏休み Kは殆んど成城のプール陀ど出動で我々

の面倒を見てぐれた O 余りシゴカレた記憶は左いが

して失ったのは非常 K部員諸君K対して相済ま左

〈思って居る次第であり、叉自分自身としても非

常K残念左事でありますo ポロは一年の経験で昨

年よりは巧〈左ったが、未だ失敗をしてインター

ハイの府立との試合や七年制の東高等の敗戦は残

念で左りませんo 来年とそは今シーズンの不振K

奮起して成城生活の最後を飾る様K努力し、 Eつ

水泳部としても更K一層頑張り、先輩諸兄及び水

泳部の伝統を汚きぬ様立派左働きをする決心で居

ます。
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プーノレサイドでの語らいは大抵余り実践的で左い卦

色気ば左しでドギツイ表現が却ってハチの育ちの良

さを表わしていた O ハチが海軍航空隊K入り霞ク浦

基地で教育を受けていた頃、面会 K行った私の前 K

現れたハチの顔はもう既vcf神」の顔予あった o 同

室のタコとと末弘忠夫先輩(ラグビ-~，J )と共K、

訓練の辛さ、楽しさを身体ーばい K話して聞かせて

ぐれたとと、今でも克明 K憶えている o そのタコも

一式陸攻と共K台湾沖 K散った。

さて、ハチの一年下K中距離の天才泳手のハマ公

がいた O ハマ公の得意は 200米自由形で練習ぎらい

の割 Kは後半が強〈、神宮プールで(学生選手権だ

ったと思う)常勝の米本礼太郎氏(府立高校)をタ

ッチの差まで追いつめたシーンを今でも憶えている o

ハマ公はまたガラの悪さでも稀有の存在で、バンカ

ラが特長の他校の白線連中の心胆を寒からしめた乙と

しばしばであった O 特K坊ちゃん紳士といわれた成

城の中ではそれとそ国宝的存在であったろう。ハマ

公もまた戦争の犠牲 K左つだ。

ハマ公の同期のウンチとと内山四郎先輩もまた戦

争の犠牲者の一人といってよい o 終戦後間も左〈亡

〈在った o 彼はやはり中距離泳者だったが、どちら

かというと水球での活躍が目ざましかった。地味左

がらいつもチームの要 K在っていた。
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後列左より

君塚英男 松浦英夫

浜田収森美 秀

須賀重輿 丹沢章浩

穂坂博明

前列左より

中村勝男 守田謙三

入部辰市 鈴木忠夫

竹尾快助 山口八郎

木村和一郎

ハマ公、ワンチの同期Kは、秀才の誉れ高かった

ホーチンとと穂坂先輩やフリーからバタフライまで

何でもと在す雨宮先輩、ホック一部から夏だけ助っ

人のモテ男ノミイちゃんとと松浦先輩左ど多士才々、

そして個性豊かであった o

私達の時代陀左り水泳部も随分人数が減り、水球

のメンバ -vcとと欠くように在ってしまったが、そ

れでもゾウとと君塚英男君やツンポとと松前建男君

左どの超ド級泳者が居り、一年生の八尋、浅田、高

木左どのスター選手たちと共K、特K七年制高校大

会では上位K位していたと思う o そしてとの流れが

戦後初のインターハイ K全国優勝という成城始まっ

て以来の快挙を成し遂げた人たちへと受けつがれて

いったのである O いう在れば竹尾先輩やハチ達の個

性時代から次第 K数の時代陀入って行ったといえよ

うo 今回の五十年史の編纂K当って私は一番想い出

の深いハチのことを書かせていただいた o ハチが今

生きていたらどん左初老の紳士 K在っていたであろ

うか。そん左ととを考えると本当 K人生の不可思議

さを感ぜざるを得左い o

最後 K、私の水泳部生活 Kは、「ハテの周辺」と

その後黄金時代を現出した小沢貞坊から始まる四年

六年下の連中との楽しい共同生活があったととを附

記したいo



山ハチと共!こ

旧高第12回
815年卒業

守田謙一

私とハチとと山口八郎君とは、尋常科中学の頃か

ら、神戸商大まで、 12年間、水泳部で、席を同じK

していましたo 彼がハーフパックで私がフォワードO

フリースローの笛で、プレーをいちいち中断し左け

れば左ら在い当時のルーノレで、彼とは絶妙のコンビ

を組み、左ききの特典を生かして、随分と得点を稼

せいだものですo

ハチは、チームをまとめてい〈不思議左力があり

神戸大プール シュター・守園、 GK・山口

ました O 卒先垂範型ですね。短気のわり Kは、部内

で決して、喧嘩はしませんでしたし、当時、学校で

一番恐ろしかった生徒課からの呼び出しも、揮のま

まで行〈ょう左奴ですから、度胸は並大抵のもので

はありませんよ o 金の左い時代でしたから、部費獲

得 K心血を注いでいたと思いますが、苦情らしいと

とは一言も聞いたととが左〈、全〈、あの訓練機が

落ち左ければと、今でも思い出す度K残念で左りません。

硫酸銅をパクツでといて、プールへぶち込み、パ

タ足でかきまわしていたあの左っかしい時代。その

水を仙川へ流して、下流のつり堀の魚をダメ忙して

しまった思い出も今.では遠い過去の話K左りました。

神戸大飛込台プールにて 山口八郎

シェーター・守田、 GK・山口
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青春の一興

旧高第13回
816年卒業

松浦英夫

竹尾先輩覚えて会られますか、あの時のー技を/

あれは昭和13年の晩夏と云うよりも初秋の頃でした

ね、ですから数えて見ますと 40年以上も前の事K左

ります。

昔話をするとと K左りますので、水泳部K私が入

るまでの水泳歴からな話し込て置きましょう o 想い

かえして何才から泳げる様K左ったのか定かであり

ませんが、兎 lζ 角現在の中国東北地区の南端大連市

郊外星ク浦・老虎灘といった美しい海岸で父 K連れ

られて泳がして貰ったのが最初で、小学校五年生の

頃 Kは六年生だけの遠泳組K特陀加わって星ク浦か

ら黒石礁まで 5キロぐらいでしょうか完泳したのが

帆泳げた左"といった実感のあるものでした o 六年

生 K在って大連市内25校の小学生大会があり、当時

日本最大の企業と云われた満鉄本社が大連Kあった

関係で神宮競技場にも劣ら左い程の運動場があり、

その隣接の公式プーノレで平泳第 2位の賞状を頂いた

のが最初K競技K出た時の記憶です。中学校では水

泳部K在籍していましたが、低学年ではどうにも鳴

かず飛ばずで、中学四年の時成城尋常科医転校して

間も左〈ホック一部K在籍していました o

高校一年 K在った或る日山口八郎先輩から一寸ど

すのきいた様左声で『会い/な前ポロのキーパーを

やれよ .1.nと云われて、当時のホック一部のキャプ

テンとも話しをつけてなられたのでしょう、夏季シ

ーズンから入部した次第で、インターハイや関東学

生大会等Kもその後出場する事が出来、本当 K幸い

であったと思っていますo ホックーの方は大学まで

都合 7年間続けた関係で冬はホックマ部、夏は水泳

部(勿論ホック一部の夏の合宿もありましたが)、

それに陸上競技部から声がか込って三校対抗定期戦

等 K出場、砲丸投・ハイジャンプ・ブロードK参加

する等、グランドとプーノレの聞を何回か往復すると

いった仕儀で、そうした事では本当 K青春を満喫し

ていましたo そうした中で、冒頭 K述べた竹尾先輩

のあの時のー投は終生忘れ得左いもの L一つK在っ

ている訳ですo

そう/あれは関東学生水球リーグ三部の最終戦で
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優勝を決定するものでしたo 記憶が定かで左いので

間違っている処があればな許し願い度いのですが、

成城はその噴は高校左ので皆十代、従ってオリンピ

ック選手もいる二十二、三才の大学の連中 Kはか左

うべ〈も左〈・三部Kいた訳です。それでもあの年は

強将竹尾主将の許陀弱卒左しで、勝進んで最後K中

央大学と優勝を争う事K左りましたo とれ K勝てば

若年チームでの二部進出も夢では在〈、ファイトを

燃やして試合K望んでいましたo リーグも最終戦と

走り、秋風も立ち始めていたかと思いますo 試合は

当時の神宮屋外プーノレの飛込台下の深い補助プーノレ

で挙行されましたo 1対 1か、 3対 3か、忘れまし

たが兎に角互角で決勝点が決まらず延長戦に入り、

三度ゴールサイドを入替えて行っても尚決着がつか

ず、夕日も西K落ちんとして審判団も打合ぜを行い、

之で得点が無ければ試合終了にするといった情景で

した o 考えて見ますとそれまで泳ぎをやって来てい

た私も水球のキーパーと在ったのはその夏が初めて

の事で、山口先輩から巻足やら防禦の基本を懇切 K

指導して頂いたもの〉無我夢中で立ち詠ぎをし左が

ら味方の得点機を待っていましたo

延長戦が三回も続いて愈々とれで卦しまい、優勝

は預りかと云った本当 K数秒前陀左った時、常時先

頭を切ってフォワードで戦っていた竹尾先輩が、と

の上は得点を取られまいと考えられたのか何時の間

Kか素人キーパーの私の手の届く様左直ぐ斜め前 K

来て卦られました O 確か竹尾さんが声をかけられて

山口さんがノξ ックパスされて竹尾さんがポールを受

取ったその瞬間でした。ニョッキとなへそが見える

〈らいまで水中から仁王立ち K左った竹尾先輩、乾

坤ー郷、エイ Hと掛声もろとも大ロングシュート o

それは今でも、スローモーションのビデオを見るが

知〈眼K焼付いていますが、ポーノレは味方のゴーノレ

近くから空を切って敵ゴーノレキーパーの右前でワン

バウンド、そのま込スルスノレと右ゴーノレ隅 K滑り込

んで行きました。

あ ¥11何と云う事が起ったのでしょう、西日を浴

び乍ら我々のスーパーマンがやった H 信じられ左

いと云うか、一瞬敵味方とも忘然、自失。しかしその

直後すぐK鳴響いた試合終了のホイッスノレ K夫々我

K帰って、私達はプーノレサイドK這い上ると共K手

を取 P合って飛び上って喜んだ事は申すまでもあり

ませんo 二部との入替戦って?あ込そん左事どうで



旧高第13回
816年卒業浜田収

今年は高等科へ進級して待望のインターハイ K

出場出来ると思ってはりきって練習をした。其の

結果競泳 K 100米と 200米で自分の記録を破って

3着と 2着陀入った事は実 K うれしかったO 乙れ

も一重 K鈴木・中村両先輩左らびに諸先輩のなか

げと深〈感謝する次第であります O

しかし 9月の 7年制の試合Kはインターハイで

気をよ〈していたのであまり練習もせず K出場し

て見事失敗した。との事は非常 K先輩諸氏K対し

て叉自分自身 K も悪い事をしたと思っている o

思う K今年の一年の僕は龍頭蛇尾であった。来

年とそは今年の良を取り悪を改めて龍頭龍尾陀し

ようと思う o

この原稿は、浜田さんが昭和13年、ご自身て書

かれたものて'す。

も良いじゃありませんか、竹尾先輩のあのー榔は我

々の奇跡のー榔でもあったのですo あ〉青春のあの

ー投よ!!永遠のー投よ H

キャプテンであった御本人はどん左金気持でいら

したが我々若輩部員の感慨とは異っていたでしょう

が、私達が分っていた事は帰り に新宿 K立寄っての

祝杯ピーノレ K竹尾先輩達の財布がからつぼに左った

事でしたo そう、その時のメンバーを特記する必要

がありますね O

竹尾( 3年)、山口・守田( 2年)、浜田・

内山・穂坂・中村・松浦( 1年 )

想い出しでも本当 K良い方々と交遊頂きましたが

故人陀左られた方も金られます O 合掌o その頃の一

部の方のプロフィーノレを記して置きますo

『快助さん』私達は竹尾主将をとう呼んでいまし

たo 文字通りの九州の快男児。な父様から禅の指導

でもあったのでしょうかね、『そもさん、喝!!~等

とプールサイドで腹K手をあて〉禅問答で迫って来

られたり、あれが人間の腹を作るといった事だった

のでしょうかo 免角インタ ハイでも自由型で大方

トップ入賞といった事で我々の心を振い立たせて下

さった方ですo

『山八さん』山口宗樹先輩の弟さんで戦時中海軍

航空隊で亡〈左られた由ですが、叔父様の山口多間

中将が航空司令長官で、ミッドウェイ海戦K月光K

沈む空母と最後は一人と在って運命を共Kされた事

は史実 K残る有名左幸子話しです。山八さんも本当に

水泳部K青春の情熱を傾けた方で、竹尾さんの後の

主将をされましたが、シーズンの始めと終り Kは守

田先輩と共K卒先してカルキ臭いプールの清掃 Kデ

ッキブラシでどしどしやってなられたのが今も眼K

浮びます。

『中村三ちゃん』彼とは高校三年間クラスメイト

でしたが正式名は中村勝秀君、高校から入学した秀

才ですo 有名左教育者の御子息で本当 K真面目左人

柄、自ら心身鍛練を目的とした入部だったのでしょ

う、誰かがやらねば左ら左い猛練習後K入浴する事

K在る風呂焚きを自ら志願してやっていました。風

呂屋の三助と花川戸助六を文字って Y しょうか、自

ら帆花緒三助"と称して焚き口陀裸足では危いので

花緒つきの下駄を履いて黙々と煙の為K 目陀涙を浮

べ乍ら懸命K風目を焚いてなられました。勿論自分

も 1000米のロングを引いた後 Kです。全〈頭の下

る人がいたものです。

我々の後陀は丹沢・君塚・八尋の名選手その後輩

K福田君等誠K優秀左連中が頭K浮びますが、と与

では割愛させて頂きますo

現役の好漢諸君、青春K悔い左き様、文水泳部生

活での交友を大切にして五十年の歴史ある水泳部の

光輝ある一ページを更陀飾って下さる様健斗を祈っ

ていますo

思 出、‘.
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旧高第14回
817年卒業

君塚英男

私達が高等科 3年 K在ったのは、昭和16年o 大東

亜戦争がその年の12月K始ったのですが、支那事変

が告とって既 K4年近くたってなり、戦時色がか左

り濃く左って来た頃でした O

キャプテンは丹沢君だったと思います。春の関東

学生水球リーグは、例年通り神宮で行われたが、夏

のインターハイは中止 K左りました。 9月の 7年制
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高校も関東学生も行われ左かったと思いますo 大学

の卒業が12月にぐり上げられた年で旅行K もそろそ

ろ制限をうけはじめた頃ですo との頃の日記も写真

も戦争で殆んど焼失してたり、はっきりしません O

3年の時は、水泳の試合を大々的 K行うといった雰

囲気では左かったのでしょう。従って、高等科 3年

の時の水泳部の生活は余り記憶がありませんo

学園の一番奥K金網Kかとまれ尋常科、高等科と

わかれた部室があり、部員以外の脱衣所も・充分 K広

くあり、 50米 K25米のプールは、当時は立派左もの

で、尋常科から 7年間春先から晩秋迄通ったわけで

すが、当時はフンドシがよくて、水球用のノごンツで

色も紺か黒で、練習の合い間 Kスエットスーツとか

トレパンを着ていた人は、殆んど左〈、シャツを着

るか、タオルを腰K巻〈位で、プールのまわりの草

むらから飛んでぐるアプだかプヨだか Kさされても

余り気K し左かった様K思いますo

プールサイドの便所がどういう訳か水が入夕、事、

つりがぐるので、とれをいか Kきけるかを竹尾さん

や、戦死された山口八郎さん等が、色々と工夫話を

されていたのを覚えています。

何か高等科 3年頃の事を書ぐようにと山口さんK

言われたのですが、前 K述べた様K記録が左〈、記

憶も余り左〈て、大した話は出て来ません。私の高

等科3年は、運動等が出来左〈在るうす暗い時期の

初め Kあたるわけで、余り良い思い出がありません。

忘れ得ぬことども

日高第3回

86年卒業
鈴木忠夫

僕が昭和 3年成城高校K入ってからプーノレの完成

と興津夏期水泳学校の寄宿舎の完成が夢であったo

その夢を小原先生の御厚情と諸先生の御協力 Kより、

3年 K在った昭和 5年 K両方が完成し、その年水泳

部が確立されはじめてインターハイ K出場出来たo

とのととは、今もって大い在る感激であり忘れ得ぬ

ととである。

当時としては50米プールは全国的 K も数少左かっ

た。そのプールの有効左活用と整備、興津生活の充

実、将来の水泳部の基幹と左る若者の養成等K全力

を傾けようとはげしい情熱と愛着を持ったものである 0)
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しかし、その一つの興津が左〈左ってしまったのは、

かえすがえすも残念であり、大い在る損失であった。

来し方を考へると、楽しいとと、苦しいとと、喜び、

悲しみ、笑い、涙、が走馬燈のよう K思い浮び、文

消えてゆ<0 左かでも興津での思い出は、昭和 4年

から昭和10年迄コーチとして参加したととである o

その充実 K尽したし昭和11年以後も暇をつ〈り、夏

期学校が中止に在った昭和17年迄興津へ行ぐのが義

務の様K思え楽しみであった o

興津生活をよぐしようと脚立、ターニング台、自

製のコースロープと次ぎ次ぎ完備させた O いかだが

左かったのでそれを寄附したり、将来はヨットをう

かべ皆ん左を喜ばせようと、大き左夢をもっていた。

が、今は左い。さびしきかぎりである。我が浩然荘

のあったととろは、興津の町からトンネルを抜けた

守谷と云う海岸地区 Kあったo 海岸の全長は 800米

程の入江で真中 K狸島(本名:渡り島)があり、真

自在砂浜と碧い海が好対照、を在していたo 砂は細〈

砕けた貝殻の粒が多〈、水 K飛び込みかきまわして

も、殆んど濁らず、人家も少左い O 海岸で泳ぐ人は

我々だけだったので、充分に練習も出来、自分達の

海のようであった O

浩然荘は、岬の中程の峡谷の凸凹の激しい岩盤を

土止めして埋めたててつぐられたのである O 平地K

出来たのが一番大き〈、 8畳が 3っと風呂場・炊事

場があり、主として尋常科 1年生が陣どっていた o

崖の上 K右と左K一軒づっ建つてなり、向って左側

K先生とコーチが宿泊する習しであった。毎回の行

事は、僕の水泳発達史 K書いたがいろいろの逸話も

かぎり左〈あった O 思いつぐま〉二~三を書きとめ

るo

いつの年かは忘れてしまったが、自由時間 K狸島

附近できざえゃう Kをとって来て、我々のととろへ

来て見せてぐれた。当時、動植物の内田先生がうに

を割って色々説明したあと、とのう Kは、皆がたべ

では腹をとわすからと云うがはやいか全部御自分が

たべてしまわれ、みん左をあっけらかんとさせてし

まわれた o センベイ(山口八郎)や三郎(鈴木勝太

郎の弟)は若いの K水泳はうまいが、茶目でとわが

りだった。夜コーチの部屋 Kつれて来て、政帳の中

で恐い話をし、昼間から用意してあった軒の間 K綱

を渡し、白い布をつるし左右K引いて、孝子ばけが出

たといってびっくりさせた乙ともあった o 進級試験



の前日位K在ると、みん左がコーチが入浴している

ととへやって来て、皆で背中や腕を流してくれたと

とがあった o 関取が揮かつぎK洗わせていたのもと

ん左もんだったかと、今思うとほほえましいo 試肝

会をやり、山道のあちとち K先生やコーチが隠れて

いて脅すのであるが、恐いのか、荷積玉を手 K手 K

持ち、ととろかまわず左げつけるので、危左ぐとっ

ちが恐〈在ったものだったo その頃自分は、すぐ色

が黒〈左るたちだったので、興津の町で黒ん坊大会

があるのを聞いて来て、皆で自分の身体を焼ぐため、

日蔭Kないてくれず真黒K左り、案の定、優勝し女

優から大きいチョコレートをもらったのを憶えてい

るo それから色が黒いのでシャム王子の称号をもら

ってしまったのである o が毎回行っている内陀シャ

ム皇帝と走り、興津の浜K君臨したのも昔話である。

名づけ親は内田先生だったo

興津の夏期学校が終ったあと、コーチ、高等科の

部員や先生家族が夏を過したものであった O ある夏

水泳部員達と勝浦の水泳大会へ出場し、全種目入賞

し、全賞品をせしめたととや、海辺でのあわいロマ

ンス左どあるが割愛する o 水泳部が確立された年昭

和 5年(旧制 3回)で忘れて左ら左い人物K真野国

夫、三橋達郎がいる。真野は私と共K水泳部を築き

あげた一人であり、三橋は泳ぎが早〈インターハイ

K出場した時、白井誠と共K大い K成城 Kとの人あ

りと名を挙げてぐれた。次の年(旧制 4回)では、

長興俊一、白井誠、河野貞二、杉浦紀雄がいる o 長

輿、白井はプール、興津寄宿舎完成のため共K協力

してくれた仲間であり、その後も水泳部の発展K力

を尽してぐれた O 河野貞二は、興津で私とコーチと

して後輩の育成K尽力してぐれたo 杉浦はマネジャ

ーとしてやってぐれたが、時息持ちで早〈いってし

まった O 次の昭和 7年(旧制 5回)では、元気者の

笠原泰三(旧姓佐久間)や中村徹雄、長輿謙二(長

輿俊ーの弟)左ど左っかしい O 中村はずっとあとま

で水泳部水泳会の話し相手だった。

以上の人達では、真野、深水以外戦死や病死で誰

もい左い。冥福を祈ろう o 旧制第 6回K鈴木勝太郎、

内丸正三、寺中廉、姉歯仁郎、河野貞三(河野貞二

の弟)がいる。鈴木勝太郎は同姓であり、兄弟陀ま

ちがえられしたが、兄弟以上 K公私つきあい、水泳

部のととをよ〈語り合い左がら現在Kいたっている O

彼は背泳が速〈高校 1年の時、全国学生競技大会の

50米、 100米で 2着 K入賞し、当時監督コーチをし

ていた僕K、そのメタルの内 1個を渡してぐれた思

い出がある。今でも水泳部の色々の記念メタルと共

K現存している。内丸はひょうきん者で、水球の時

もひょ ・うひょうとして皆はプール乙じきと呼んでい

たと思う。寺中は興津では好色家として左らしたも

ので、彼一流のやり方で人気者であった。

昭和 9年(旧制 7回)では河村秀利、森清、波多

野雄二郎、酒巻敏雄であるが、河村、波多野は夏期

学校終了後寄宿舎K来て勝浦や興津の浜K遠征し、

道端あらしの知〈賞品を集め廻った仲間である。館

野はマネジャーとして非常 K熱心であったが、宝塚

が好きであったo 私といっしょ陀、宝塚の舞台撮影

をし K行ったものである。

酒巻は昔、中西と云い、興津夏期学校では忘れら

れ左い仲間であった。助手、コーチと，して非常 K熱

心左真面白左人柄である o 今はい左い。きびしい限

りである。

昭和11年(旧制9回)陀は大西真博、中村俊平、

守田譲二、那須ー蒲がいる o 昭和10年は大西真博、

昭和11年は中村俊平Kそれぞれ主将をやってもらっ

たが、二人共真面白で責任感が強〈、私との連絡も

よぐとってぐれたo 当時のプールは、故障個所が多

〈、それの修理 K先生、先輩、現役が一体と左りそ

の案件 Kとりぐんだものである。とれ以後は興津の

夏期学校で教えた者がそのあと水泳部K入り熱心K

水泳部発展につぐしてぐれた人達である o 昭和12年

(旧制13回 )VCは山口 宗樹(マン ベイ)、柴田正和、

伊藤泰二、神田己季男、深水正保、平岡邦充、伊藤

和年と多士済済であったo 時の主将は山口であり、

真面白 K水泳を愛し、次の隆盛の基礎をきずいて〈

れた O 次ぎの昭和13年(旧制 11回)には、竹尾快助、

入部辰市、森美秀がいるが、竹尾快助(カイスク)

は、関東 7年制高校水上競技大会が昭和 8年開催さ

れるや、当時尋常科だった彼は慧星の如〈現われ記

録を塗りつぶしてぐれた。その後短距離界の雄とし

て君臨し、昭和13年、彼の主将の時、インターハイ

全国大会K出場し全国 6位、関東学生水球 2部昇格、

関東学生水上競技大会 1部昇格と、黄金時代をつ〈

り後輩の養成K力を尽して〈れた。その時センベイ

(山口八郎)は 2年であったが、水泳部の雑務をよ

くやってぐれてた。主将竹尾と協力して、私の水泳

部10年史発行計画 K尽力してくれ原稿を集め、印刷
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陀左がす直前まで行ったのであるが発行され左かっ

た。その理由は忘れてしまってきだかで左いが当時

のいぐっかを 50年史 Kのせるととにしたも昭和14年

(旧制12回)は、山口八郎、守田謙三、須賀重興、

木村和一郎がいる。山口はやんちゃ坊だったがファ

イトマンであり、努力家であり随分水泳部Kつ〈し

て〈れた o あの壮絶左戦死も彼らしいと頭がきがる o

昭和15年(旧制13回)位K在るとよく憶えている

名前が少左〈左って来る O との年の主将ば浜田収で

あった。興津からよ〈知っていたいたづら坊主だっ

たが中途退学をしている o それ左の K水泳会会員忙

してもらって有難い、と私のととろへ手紙をくれた

のを憶えている o 昭和16年(旧制14回 )VCは憶えて

いる人K丹沢章浩、君塚英男がいる b 丹沢が主将と

してその後コーチとして彼は尽力してぐれたし私の

ととろへ、その性格を示す様左凡帳面左しっかりし

た字で手紙やら葉書で相談して来てくれたo 今K水

泳部や水泳会が続いているよき仲つぎだと感謝して

いる。とのあとは八尋章、小沢貞一郎、知っている

位で記憶は薄らいでゆく o その後は成城水泳会の再

建 K力をつ〈してぐれた前K述べた鈴木勝太郎、山

口宗樹、竹尾快助、丹沢章浩以外忘れて左らまい人

K福田竜三、山本勉、藤沢靖弘がいる。

とう書きつづってゆ〈との 50年の間 K多ぐの仲間

が戦死や病死をされた o とのととを考へると感無量

である。

7年制ポロ大会て後列左より 清水 八理事

前列左より 小沢山田高木祖国
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ほうふら滋法

山田寿一の追憶
旧高第18回
820年卒業

小沢貞一郎

黄金時代のスタートは彼の優勝から始まった

山田寿一文の名を「無頼」、何故無頼左のかさだ

かではないが、 しぐさ Kいさ〉か無頼なととろが見

受けられたからであろう。教室でついた海名ではな

く水泳部でつけられたものであるととは間違い左い。

山田寿ーの詠ぎは下半身が水K沈み、深いととろ

でパタ脚がゆらゆらしている。上半身はストローク

のたびK右 K左K蓬れる。水面K対して斜K在った

体の軸が絶えずくねくねとしているので誰いうと左

く「ぼうふら」と呼ばれた。真K風彩の上ら左い泳

ぎである。

とのよう K最初からくづれっ放しの泳ぎであるが

彼の頼もしいととろはとのま Lでどとまでも泳ぎ続

けるという点である。

昭和 17年の 7年制高校水泳大会一一当時の我々

Kとってとの大会がシーズンを通じてのメインイベ

ントであったーーの最初の決勝種目は、僕の記憶K

誤 bがなければ山田寿ーの出場する四百米自由形で

あった。然し ζ の種目では同じ山田でも成艇の「山

田悠久」が本命とされていた。

四百がスタートした時、僕は控え室Kいた。僕自

身の出番が追っていたからである。そして会場から

流れるスピーカ -vc耳を傾けていた。

「百米K台ける途中計時、第 4のコース山田君成

巌，時間……。」

とスピーカーが報じた。百のラップは成艇の山田が

とった。そして叉、

「二百米K公ける途中計時、同じく第 4のコース

山田君成康……」ゃっばタ悠久が強い、無頼はダメ

かなと僕は感じた。

その頃プーノレでは山田寿ーが成艇の山田を追って

いた。そしてプールサイドでは成援の連中がほうふ

らを見て大戸で叫んでいたという n

「あいつは大丈夫だ、もうすぐ浮く。」

然、し、始めからくづれて、最後まで浮か左いのが山

田ぼうふらの身上だ。しばらくしてスピーカーが叫

んだ。

「三百米K台ける途中計時、第 6コース山田君成



七
年
制
優
勝
祝
賀
会

た。いま、青春の日を共K過した山田寿一君のエピ

ソードを記し、謹んで哀悼の意を表します。

旧高第18回
820年卒業

小生は中学部一年よ b水球部K入会致した。訳で

当時全国中等大会が神宮プールで開催され 100米

自由形で出場させられ何分Kも部員が少人数為と思

われますが、スタート台K立って出場選手を見ます

と何とはるか上の御兄さんばか bでとちらが子供の

ようでその恥しさは今でも忘れません。高校も水泳

部 K入タ 7年制高校の試合Kも毎年出場致し文、水

球の時はフォワードをやらされ君塚さんKよくど走

られた事等左っかしい思い出ですo

さんか森田さんでした。

シーズンオフ Kは各自牛肉を持参しプールサイドで

ナき焼き 大会を致した事等、思い出も沢山あ b本当

K楽 しか った青春が今 よみがえる心場です。

浅田忠平

出い思

城、時間……」かっと熱〈在った。控え室Kいた成

城の連中がーせい Kどよめいた。山田頑張れ/

山田寿ーは遂Kそのま h詠ぎきった。控え室 K伝

令が飛んで来た。

「山田がやった」。

僕達はドッと喚芦をあげた。

続いて山田寿一本人が控え室K飛び込んで来た。

「優勝したぞ、オレ優勝だ」。

頭も顔もまだ濡れていた。彼の丸い顔面がいつはい

K笑み、彼は両手をかざして踊 bながら叫んでいた。

細い目がくしゃくしゃ Kなっていた。

彼は苦戦で強敵を依夕、僕達はとれで勢いづいた。

とれが 7年制制覇の始ま bであった。翌附勅 18年

7年制連続制覇、以后戦争激化のための中断はあっ

たが昭和 21年戦後初のインターハイ全国優勝と黄

キーパーは雨宮
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金時代が続いたのである。

もう 1つ、山田寿ーは水球では我々のフォワード

だった。戦い振 bは狭滑Kして巧妙振タ向きざま鋭

いシュートをした。彼は昭和 18年からキャプテン

を務め、その顔のどとく丸い人柄でよく 信望を集め



ニックネーム
旧高第19回
822年卒業

福田龍三

私が成城学園K入ったのは S1 5年で、当時は七

年制高校といって、尋常科〈現中学校)が 4年、高

等科が 3年で、成艇、武蔵、都立、学習院及び東京

高校と 6校で七年制高校と云った。卒業が S2 2年

で 7年間成城学園K金世話 K在ったと云うよタ 7年

間プール~ j;-.世話 Kなったと云って良いほどで、同

クラスの友達よ b、水泳部の仲間の方が仲が良かっ

た。成城在学 7年聞のうち、 6年聞は戦争中で、何

もかも不足していたが特K食料不足はひどかったが、

今から考えるとあの食料不足の中で良く練習したも

のだと思う。吾々の主な試合と云えば、七年制高校

競技会で今の様左全国的左大会は少〈左かったが、

結構緊張して試合K出たものである。 S1 6年の七

年制高校尋常科低学年(1 ，...， 2年)競技会で優勝し

てから、 S1 7，1 8年の尋常科競技会、 S19年七年

制高校技競技会と敗戦の後の S 2 1年の大会K優勝

したo .S 2 1年Kは全国高校水上競技会、いわゆる

インターハイが戦後初めて復活し、東部大会は二位

K在ったが京都で行われた全国大会では優勝した。イ

ンターハイで成城が優勝したのは他の運動部を含め

て初めてではないかと思う o 当時のメンバーを紹介
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すると

丹沢章浩監督 「丹チャン J名前からついた o

小沢貞一郎(平泳) r貞坊」名前からo

山田寿一(自由型) rぶらい」一見無頼漢風で

あったが大学卒業後 3-4年

で尿毒症で死亡 名キャプテ

ンだった。

村瀬泰一(自由型) rかぶ J顔が蕪K似ていた。

中井陽作(背泳) r陽作」名前から

平子 良(自由型)' rたまど」或は「ゆでたま

ど」頭形が似ていたo

天野誠夫(自由型) r馬琴 J講談の先代宝井馬琴

のファンだった。

田中義昭(自由型) r愚猿」白井先生命名で赤い

顔をして愚かな行動をしたか

ら、成城中知ら左い者が左か

ったニックネームの傑作であ

るo 太洋漁業専務であ・うたが

残念Kも52才で胃癌で死亡

した。

平野卓事，(自由型) rぶ !JJ魚の簡の様K丸〈太

っていたが戦后K結核で死亡。

上野孝人(背泳) 特K左いがやせていたので「

がいとつ」と云われていたか

もしれ左v>o 戦后結核で死亡。

正寿(平泳) r南さん」名

男をわなと皆

が呼んでいたo

津田淳一(自由型) rつんだ J

いかKもつん

だと呼びたく

在る感じ。

玉置 至(自由型) r玉置さん」

名前で呼んだ。

山本勝(平泳なとん」多

分名前が勝でと

んかっと呼ばれ

ていたが短かく

左タ「シとん J

K 在ったo



平出照道(背泳 rマルキ jはっきりした意味は

わから左いが、多分「まるで×

x Jの様陀走るから。

村瀬竜也(自由型)r竜公」兄弟が多かったので名

(平 泳)前陀左った o 肝硬変で死亡o

村瀬友三郎(自由型)r友公」

会田 豊(背泳 rキヨチャン J漫画フクチャン

の左かのキヨチャン K似ていた

ので o S 3 5 ・ 36年頃事故で

死亡。

新井倫夫(平泳 rパシャ」トノレコの首相クマノレ

パシャ K似ていた。

小畑 明(背泳) r会ば公」なばQでは左い。

戦時中の部生活

旧高第19回
822年卒業

村瀬泰

我々が水泳部の生活を送った時期は、昭和 15年

よlJ2 1年の 7ク年問。開戦から終戦とほぼ同時期

であった。色々部生活の中で先輩、后輩諸氏K御世

話 K左りましたが、特K白井、森、星野各先生及コ

ーチとして丹沢、小沢両先輩K御指導を賜 った。

我々同期のグループはキャプテンの故山田寿一(

プライ)福田竜三、中井陽作、平子氏叫広勝(オト

ン)故田中義昭(愚猿)、平出照道、津田淳一、高

橋和男、玉置至、天野誠夫(馬琴南正寿)故会田豊、

村瀬泰一(カプ)等。

全員成城小学校尋常科よりのつき合いであり、低

学年時代よタ夏休Kは合宿し、コーチも熱心であっ

たな影か、どちらかと云うと真面目 K練習をし 7年

間K殆んど優勝した仲間であったと思います。

戦中戦后の思い出が色々多いのですが、食料不足

が一番思い出され、低学年合宿中 Kたった一片の胡

瓜の漬物で愚猿と馬琴が八杯も食べた事。終戦直后

のインターハイ全国決勝で京都K米持参で遠征した

宿のなかずが、茶がらの佃煮。優勝した晩町 K出た

けれど食べさす庖は 1軒も左〈、玉置君の紹介でま?

茶屋K行き、宇治氷を 5.6杯食べ空腹を満たそうと

した事等、ともかく、腹がへって泳げ左かった時代

であった。

だがとの時代Kも7年制インターハイ等で優勝す

る度K何とか酒(焼酎が主であるが)を工面しては、

思いつくま L当時のメンバーを左らべたが亡くま

られた方が 6名もいる。いいやつばかタで本当 K残

念で左ら左い。と ~VC あらためて御冥福を台祈りす

る次第です。

色々思い出もあるが、インターハイで優勝した時

の京都の新聞の切抜きがあったのでつけ加えでなく。

とbとめの左い事をかきましたが、もしも少年時

代 K戻れるならば昔の仲間と一緒 K成城学園K入り

水泳をやタたいと思う。

白井、星野両先生をか ζ み喧嘩をした b、グロをは

き左がら祝盃をあげていた。

当時はプァルの管理も部員が中心でプーノレ掃除も

年中行事であった。昭和 17年 4月 16日、米空軍

ドウリ ッ トノレのひきいる CBー 24)が日本 K初め

て空襲した日グランドKブラシをかつぎプール掃除

K向う途中、数機の B- 1 7が頭上を飛んでいった

が、皆で「東宝撮映所も大が~ lJのロケをやるわい」

と云い左がら、高射砲の音で初めて気が付く始末。

プーノレ掃除の最中愚猿と竜公が突然左ぐり合ひのけ

んか。(この両故人は数度K渡りけんかをしている

が、水泳部Kとってはガードマン的人物であった。)

いつの年か思い出せ左いが揚水のモーターが壊れ、:

練習不能とな b、品川の明電舎迄暑い夏K皆で歩い

てリヤカーをひっばってモーターを借 bて往復した

後水をはって 1/3位から練習した事。インターハイ

東部予選の前日水が腐って泳いでいると食用蛙の大

き在オタマジャクシが口 K入って泳げ左かった事。

昭和 19年 5月 25日の空襲でプールK焼夷弾が50

発も入っていた事等思い出はっき左い。

我々ももはや 55才、 35年前の部生活は、社会

情勢も激しかったが、苦しい練習の中 Kも楽しい思

出として、いつ迄も残る事と思います。
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私達の時代の成城氷涼部

旧高第21回

824年卒業
村瀬友三郎

私は、昭和 11年尋常科入学と同時K、当然、の様

K水泳部K入部した。

小学校 4年の時からいわゆるプーノレ乞食として、

毎日プールK行っていたし、兄 2人も水泳部だった

ので、どくあた b前 K入部した訳です。尋常科時代

の前半はまだよき時代であ夕、興津の海の家、 7年

制低学年大会と楽しい思い出があタます。しかし、

3年、 4年Kなると動員されるととが多く左夕、特

VC4年の時はほとんど部活動は中止して台 bました。

私は、幸い学園中の剣道場を改築した急造の工場で

働いてなりましたので、との年も毎日泳げました。

当時、成城の町Kはすで K敗れていたドイツ人が

多く住んで台夕、その内の 1人が毎日の様K泳ぎK

来ていたものです。 もっとも毎日の様K艦載機Kよ

る空襲があり、日中はあまり泳げ左かった様Kなほ

えてます。

戦後は、高校K進み、インターハイが中心とな b

ました。我々の 2年先輩は、インターハイ史上最強

と言われたチームであり、 21年の戦後第 1回のイ

ンターハイで東京から 24時間もかけて京都K行き、

あっさ D優勝しました。との事は、その時代の方が

くわしく書かれる事と思います0・

さて、花の 22年が卒業するや、三年は山本オト

ンさん、私の兄の竜ちャんの 2名であ D、 2年 K私、

小畑、新井パシャ等で前年K比して在んとも見卦と

りするチームです。しかし、インターハイの関東予

選では、それでも 4位ぐらい Kはなタました。との

時水泳部では左い、松浦竹雄さん左どの応援を得た

様K思います。

その年、山本オトンさんの兄さんが慶応の水球の

先輩でして、その関係で、慶応のプールK、何回か

練習K行き、か左タ腕を上げ、インターハイの水球

では東京高校Kつぎ 2位と走りました。との時のメ

ンバーは、 GK山本、 BW新井、小畑、 HB田島、

FW村瀬竜也、村瀬友三郎、 CF北村でありました。
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成城プールにて 丹沢先輩と

そ とで、競泳は東京高校、成援高校Kはかなわ左い

が、水球左ら左んとかな bそうだと、次の年は水球

K明け暮れした訳です。

先づ、春のインターカレッジでは、大学生を相手

Kオーノレシャット 7.ウトで 2部優勝をし、インター

ハイも全くあぶ左げ左〈勝ちました。 ζ の年は、秋

のインカレトーナメントで優勝した慶応大学VC4-

2で敗れた他は、敗けしらずでした。との年のメン

バーは、 GK南、 BW新井、小畑、 HB田島、 FW

村瀬、入来、 CF北村でした。 ζ の年は、水球の練

習で詠ぎとんだ為か、インターハイの関東予戦もも

う少しで全国大会K行けそう K左夕、又、 7年制大

会では優勝しました。又、インターカーレッジでも

東大よタ上位K在るという活踊をしました。特VC7

年制大会では、 1位は 1人もい左かったですが、ア

イダのキヨチャン、山崎サランが、立川さん等の大

活踊で見事優勝出来ました。との時が、私の水泳部

生活の中で 1番うれしかったです。

との年を最後 K旧制インターハイの時代は終りま

した。そして次の年から、新制の時代がはじまりま

す。



ととで一言いわねば左らぬのは、それから 2年監

督をした、私の兄の竜也の指導です。それはもうム

チャクテャ在スパルタトレーニングをしたのですが、

それがその後の成城の水球の基礎を在したと信じて

台タます。私自身、その後高校、大学の監督を長年

する事とな bます。

いずれ K しろ、成城水泳部を通じ、私は貴重左体

験をし、すぐれた友人K出会えた事を感謝して合タ

ます。

氷涼部と私

旧高第21回

824年卒業
新井倫夫

昭和 22-23年頃の記録が殆んど左いとのとと

です。 35年も経っていますので記憶も不確実です

ができるだけ思い出せるととを書いてみます。

私は泳げるよう K在ったのは遅い方で小学校の 4

年の時K小プーノレ忙先生K放り込まれてやっと泳げ

るよう K左りました。

水泳部K入ったのは尋常科 1年(昭和 17年 )の

夏興津の臨海学校から帰って来てからです。当時は

毎年尋常科 1年生はほぼ全員が興津の海へ行きまし

た。その時水泳部の 3.4年生がコーチ役として行き

先生の手伝いもしましたが左か左か楽しいものでし

た。

1年生のなかK、もの K左bそう在のがいれば水

泳部K引っばタ込むのも目的の一つだったわけで、

私もそん左 1人で興津Kいる間 K水泳部K入るとと

K左ったよう K思います。

その年の尋常科のキャプテンの小沢さんK引っば

られ丹沢さんのコーチをうけて平泳一筋でした。と

の年は七年制の尋常科低学年大会(現在の中学1.2

年)~出してもらいましたが結果は記憶してません。

翌 18年は山田キャプテン以下尋常科最強の年で

したが私もシーズン初めから練習 K加わタ常 K福田

さんの頭を後から見て泳ぎました。との年七年制尋

常科大会の優勝は感激でしたが私個人としては低学

年大会で 100と200プレで大会新記録で優勝で

きたととが今でも大事左思い出 K在っています。

戦争がだんだん激しく左 Pましたがそれでも昭和

1 9年は練習もし、七年制大会もあタました@あま

前列左側より 村瀬(竜) 田島立川中列 左 よ り 新井小畑北村

後列左側より 入来南{正) 村瀬(友) 会田富田
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タ良いととが左かったのかとの年の事は思い出せま

せん。

昭和 20年は我々も工場へ行き終戦をむかえ水泳

部としての活動は何もでき左かったと思い ます。

戦後第 1回の旧制インターハイ優勝のあと 2年上

の強力先箪たちが卒業して 22年のシーズンをむか

えるとき村瀬友さんの発案だったと思いますが競泳

では勝てないからポロで行とうと云うととKして 22 

年のシーズンは初めからポロ主体の練習とじました。

たしかとの年からインターカレッヂのポロのリー

グ戦が復活し 1部リーグでやったと思うのですが記

憶があいまいです。翌 23年は慶応、K練習K行き 6

月のリーグ戦まで Kは相当強化され負けたのは早稲

田、慶応、日大の 3校だけと思いますので 1部の 4

位だと思います。水連Kも記録が残って左いとのと

と残念です。

メンバーは、村瀬友、北村、田島、岡田、小畑、

新井と GK南、だったと思いますが、脱けてる方が

いたらどめん左さい。

慶応と早稲田 Kは歯が立ちませんでした、日大は

当時ポロ部は左〈競泳の古橋、橋爪、浜口、真木と

いった連中が練習もせずK出て来るのですが体力と

詠力でねじふせられた感じです。
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私は FBで浜口 Kマークしましたがはねとばされ

てどう Kも止められ左かったものです。

インカレのポロが春と秋の 2シーズン制だったよ

うK思うとと、 1部校は上記の他は明治、立教、東

高、成際だったか今と左ると自信があタません。

競泳の方もインカレ K登録されていて誰も出左い

訳 Kいかず何名か予選 K出ましたが勿論決勝K残る

ととはできませんでした。飛び込んだとたんK隣の

足が顔の処Kある悲哀を感じました。

との年は我々旧高 3年で成城での最後のシーズン

でもあ b旧制での七年制大会最後の年と左りました。

高等科尋常科とも優勝はできませんでしたが善戦し

たと記憶し てますo 私個人は 100、 200プレと

も学習院の長君K勝てず 2位だったのが残念でした。

2 4年のシーズンは新高の監督をやらせてもらっ

て、幸い甲子園の全国大会準優勝した。選手の皆が

よくガンバッタ結果だけど、私 Kとっては大変幸運

左経験をもらったのだと思います。

夏の高校野球の監督の話題左ど同くと大変苦労も

してなられるし立派だと思います。当時の私は若か

ったしチームや一人一人K対する筋の通った考えも

左かったの K全国大会の決勝戦までチ ーム が戦って

くれ得難い経験をさせてもらえたのは不思議左くら

いです。

戦争の前後の恵まれ左い時代でしたが私の水泳部

8年間 Kは、興津のとと 、合宿、優勝、祝勝会のこ

と、京都でのインターハイ、甲子園のこと、正確な

ことが思出せ左い左がらいろいろのととがいっばい

詰っているととを痛感します。

ブールの思い出
旧高第22回

824年修7
立 川慶男

毎年シーズン K在るとプーノレ券を送ってもらい、

懐しさを感じていますが、日頃 OBとしては何もし

て台らず申訳け左〈思っています。

当時の思い出としてはやは b大変であったことが

頭K浮びます。

まずプーノレの掃除。デッキブラシでコンクリート

の底や壁Kとってタとついた汚れを落としカルキを

塗 bつけるのが水入れ替えの度の大仕事。競いて徹

夜でモーター小屋の見張りをしながら何回もかかっ

てプールの水を一杯Kするとともー仕事。夜半K近



くの畑からとっそ b失敬して来て食べた西瓜の味が

格別であったとと。プールがやっと一杯K在る頃、

水が井戸水のためすぐに緑色 K左って我々と一緒K

よく食用蛙が泳いでいました。

先輩はみん在、典型的左成城っ子でやさしかった

けれど、プーノレサイドで青大将を焼いて、泳ぎが速

く在るからと食べさせられたととや小さ左木の台風

呂のぬるいな湯で体を暖めでは、シーズン始めの冷

たい水の中で練習した ζ とが記憶K残っています。

旧制高校最後の我々としては何の楽しみも左かっ

た戦中、戦後の時代のエネノレギーを水泳Kぶつける

ととが出来たのは辛いととも多かったけれど、本当

Kよかったと思います。

思い出の人・思い出すこと

快男児・愚猿

旧高第22回
824年修了

南 正保

「愚猿」の名付け親は白井先生と私は本人から聞

いている o マラソンでトップで走っていたの K途中

で木K登 b、柿をとろうとして落ち、足を痛めて一

位 K左れず、白井先生からつけられたのだそう在。

層、猿とと田中義明君は陸軍大将、内閣総理大臣・

田中義ーの子息だけ K豪胆左ととろがあった。とれ

もその 一つ。彼は北大K受験K行った時、カンニン

グをした人を見つけ、休憩時間K左ぐって階段から

突き落としたという話。丁度教授が通タかかったた

め教授会で彼を入学させるかどうかで問題K左った

由。 (ζ れも本人から直接聞いた話)。

ととろで話はも.う1つ菅Kさかのぼる。戦後間も

左くの頃、プールもあま b整備されて左かったが、

とよまくプールを愛する水泳部の連中がいつもたむ

ろしていたものだ。そん左時、よくヨタ公(チンピ

ラヤクザ)共が「オイ/泳がせろ Jと肩をいからせ

左がらやってきたものだ。我々は連中がやってくる

と小さくなってふるえ上ったものだが、とんな時我

が愚猿様は敢然と立ち向って喧嘩を買って出た。そ

して決して負け左かった。度胸のよさと腕力の強さ

はまとと Kたのもしかった。或る時左どはとの連中

を服のままプールKたたき落としたりしたものだ。

我々はただ遠巻き Kして見守るばか bであった。

そん左彼だが北大卒業後大洋漁業K入社、若くし

て専務Kまで在ったの K数年前K病を得て他界され

たのは本当K惜しまれる。

迷センター・パキン

天野誠夫君のととを何故パキンというのか私は知

ら左い。彼とは今でも一緒Kゴルフ K行った bして

いる永いつき合いである。

旧制高校時代だからとれもか左タ昔の話。学園祭

の催しの一つだったと思うが文理科対抗の水球をや

った ζ とがある。パキンも私も文科だったので同じ

チームで、私はゴーノレキーパーだった。試合もたけ

なわに左った頃、突然彼が

ポールをうばってドリプル、

我がゴ-vc迫ってきた。私

は一旦キーパーの私Kパス

して戦列をととのえるのか

と思ったところ、や KわK

自障に強烈左シュート。味

方のゴールを敵のゴールと

間違えたのだった。確かと

の一点で文科が負けたよう

K覚えている。
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ストリーキングの元祖・ツト公

村瀬四兄弟と言えば型やぶ bの人間揃いで水泳部

で知らぬ人はあるまい。私は 1番上のカプ(泰一)

と同級だった。二番目がタツ公(竜也)、三番目が

トモ公(友三郎)でツト公(功)は 1番下である。

タツ公は一生分の酒を飲んで早折したのは残念だ。

今日はツト公の話。彼は私が福岡 K在勤中丁度日

本航空の福岡支庖旅客課長として福岡K赴任してき

たので飛行機の切符をとってもらったととが何度か

ある。そのツト公のとと、いつ、どとでだかははっ

きタ覚えて左いが昭和 20何年かの七年制高校の水

泳大会だったととは間違い左い。 25米のプーノレだ

ったので成城で左いととも確かだ。彼はプレストの

選手だった。号砲一発飛込んで何度か折返しトップ

で泳いでいたがあと僅かのところで「ふんどし」が

ほどけてしまった。(当時は皆ふんどしだった)。

彼はそのふんどしを詠ぎを中断してコース K引っか

けた。見ていた我々は一瞬ギョッとした。ところが

彼はそのまま泳いでトップでゴーノレ。当然ゴールか

らもどってコース K引っかけたふんどしをと.T!tC行

くと思いきや彼はヒョイとゴーノレから上ってフノレチ

ンのまま一目散K控室K走タ込んだの Kは二度ピッ

クリ o

ところでプレストは言うまでも左〈左右対象で泳

が左ければいけまい競技。泳法違反は明らかで失格

と在るとばか b思っていたととろ、全く偶然、K丁度

その時審判が誰も見てい左く、アナワンスは「只今

の結果、一着村瀬君...・ H ・"J。

終戦前後のことなど

旧高第23回

824年修プ
津 田 謙

成城の尋常科K入ったのは昭和 19年、押せ押せ

ムードだった戦争も局面がかわ夕、敗色ただよいは

じめた頃である。

軍国主義はまやか、というよ b一色 K塗タつぶさ

れたようま世相の中で、小学校Kすら、ピンタと称

する私的制裁が行左われるよう K左夕、それを当然、

視するよう左雰囲気さえただよい、軍人が威張 b散

らし、英語は敵性語として排除される、そん左時代

だった。

成城K入ってまず驚いたのはピンタがない事だっ
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た。それK水泳部では先筆の事をさん付けでなく、

海名で呼んでいる事だった。愚猿・・・・・・白井先生がつ

けたというが今でもひどい海名だと想う・・・左どと四

年も下級生が呼ぶのだから、他の学校ではちょっと

考えられ左い雰囲気である。しかし、どの様左海名

であれ、それが年月を経て、風化すると、そのうち

海名の意味はいつしかうすれ、最後Kは親しみのと

もった言葉K左る事を知った。だが校風は変わら左

くても戦争は学校を変えた。体育館はゴム工場と左

夕、横 K大きな煙突が立ち、物資運搬のため母の館

から体育館の横までトロッコのレールが敷かれた。

プーノレK居る時、 P-51の機銃掃射を受けて、

あわてて小プールの角 Kかくれたとともあった。今

想うと子供というものは環境Kすぐ適応する o 敵の

戦闘機が射った弾丸が土煙をあげて等間隔K地面K

吸い込まれるや否や、その機銃弾を堀タ出しK行っ

た者がいた。仲間K見せて誇りたかったのであろう。

そして終戦、とれまでの価値がすべてひっく b返

b、目標を失って何をしてよいかわから左い我々 K

とって、泳ぐことは唯ひとつの情熱を傾ける K足る

対象だったといえよう。当時の水泳着といえば六尺

揮だった。いくら物資がないといっても布の切れは

し位はあった。用具がいら左い、という点では水泳

位耐乏生活向きのスポーツは他Kあるまい。

もっとも七年制の試合K一人妙左揮をしめている

男がいた。見かけぬ模様であるo よく見るとそれは

鯉のぼタを樟K していたのであった。

今と違って殺菌剤左ど仲々入手でき左かったから



旬、 fÞ~ t 
プールの水は入れ替えて一週間から十日で濁りは

じめ、最後の頃は真緑の中で泳いでいたものである o

だからプール掃除といえば壁Kとび bついた藻類を

ブラシでとそげなとすととだった。プール掃除のた

めK水を抜くと、最後の頃Kいつの間 KかプールK

住みついた亀が姿をあらわす、等というととは始終

あったし、米軍の管理下Kあった神宮プールがいつ

までも透明で底まで見えていたのをまぶしいような

想いで眺めたものである。

プーノレを数日間干しあげると今度は注水である。

水道は左いのでプーノレの横の井戸からポンプで汲み

あげる。しかし井戸の容量は少左いので数時間ポン

プをまわすと水が出左〈在る。暫ぐして井戸の水位

が上がるのを待って叉ポンプをまわす。モーターと

ポンプをつ左ぐベノレトの強 bを調節した b、そと K

ぬる滑 b止めのベノレトワックスを古ロウソクと松脂

を溶かしあわせてつくるよう左とともやった覚えが

ある。

早くから詠ぎたい我々 Kはプールへの注求を徹夜

でやる事K在る。部室K数人泊り込んで何やら語り

あい在がらポンプをまわし、水が左くなると時々水

位の回復を調べK行っては叉スイッチを入れる。

食量難で誰もが腹をすかしていた。そとで・・・当然

といっては何だが近 くの畑K野菜左どを盗みKゆく。

当時プーノレ前の川は巾数米、魚も多くいたし、シジ

ミも住んでいて、上流の右左はすべて畑だったから、

本当 K田舎だった。僕は暗閣の中を独 bでトマトを

取った、いや盗った記憶がある。西瓜は番人がいた

ので難しかった。盗る時よタも持ち帰 bが難しい、

というのであの小川K流して下流のプールの前で拾

いあげた頭の良い人がいた。と聞いた事があるが、

それが誰かは覚えてい左い。

時Kは怪談で夜を過した。グランドKはたしかー

ク所だけ、体育館の少しプール寄り、女学校をへだ

てる道のま;>!Jてきた辺!J~電柱があるだけであた b

は真暗だったはずだ。その夜、ポンプ小屋K行って

部室K戻ろうとしたら、プールの前の橋の辺タで青

白い火が舞っていてゾッとした。人玉か、と思った

のである。よく見ると人玉K しては光が小さい、何

のことは左い蛍だったのである。

昭和 21年、食量難と混雑する列車K もまれて京

都で行左われた戦後第一回のインターハイ K先輩達

が出掛けた。尋常科三年の私も連れて行って貰った。

宿舎は智積院、すくすくと伸びた松Kかとまれた宿

坊K泊夕、毎日三高のプールK出掛けた。インター

ハイ史上最強といわれただけあって多くの種目で一

位をとり、観客も初日は、成城ってどとの学校や、

と言っていたのが最終自になると子供達までが、成

城強い在、と言うよう K在っていた。

中でも印象 K残っているのが二百米平泳決勝であ

る。福田龍三氏がトップ、プールサイドの皆が三分

を切るか切らぬかで総立ち Kまっている中を最後の
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数米をパタった。つま bバタフライ K切り替え、三

分を切ったのであるo 二分五九秒台と記憶している

が、今、手許Kはその資料はまい。当時の平泳ぎの

定義は身体は左右対称の姿のまま泳ぐとと、とされ

てあ、 b蝶詠という独立した種目は左かった。今のバ

タフライの足、 ドルフインキックはまだ世の中 K現

われてい在かった。福田氏も平泳ぎの足でパタった

のである。

私が成城K在籍したのは旧制高校一年.まで……新

制 K切替わる過渡期で我々は旧制一年でそのまま新

制大学か新制高校三年K移行したのである……の五

年間、戦後の混乱のさ左かであったため、合宿とい

うものをしてい左い。いやできなかった時期左のだ

他 Kさしたる楽しみもなかったから、と Kかく毎日

のようにプールK出掛けたo 八月などは合宿と同じ

量の練習をやって帰宅、夕食をと b左がら寝てしま

うよう左時もあった。

中でも、村瀬龍也氏のスパノレタ式コーチは忘れら

れ左い。ある年、プールK注水中K大雨が降ってあ

のプール前の小川が氾濫したととがある。との様左

ととは毎年 1-2回起 b、グラウンドは一面の水び

たしと左るのだが、その年は溢れた泥水が井戸 K流

れ込んだ。当然、プールの水は褐色、はっき bいうと

泥の色 K在る。試合の前か左 Kかでどうしても水を

入れねば左らなかったのだ。流石K誰もがプーノレK

入るのをためらった。うすら寒い小雨の日であった。

皆、顔を見合わせ、誰も泳どうとし左い中を、村瀬

龍也氏は何も言わずK飛び込んだのである。先輩K

泳がれては、我々も知らぬ顔怯できぬ。結局全員が

飛び込んで練習が開始された。背中で、後ろ姿で教

える、というが、まさしくその通 bであった。

当時の部室は図の通 bである。

我々はよく部室K トグロを巻いていた。練習が左く

ても日 K一度は部室 K顔を出した。壁Kとん左落書

きがあった。

いつか文遣うて

もとの契りを暖ためん

梅も桜も散り果てて

柳はすてに深緑

人はあかねど往く春を

いつまてもここに留むべき

との最後Kオツンとサインがあったよう K思いま

すが如何でしょうか。
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それK先筆の残したノート K電報が貼りつけてあ b

文面はイツコウアポロレオキツパカと在っていま L

たが、あれは誰が打ったのでしょうか。

私達の仲間Kついては叉誰かがくわしく書いてく

れると思うが一年上は、北村、南、入来、田島とレ

った強力メンバーが揃っていました。

私と同期では村瀬功(平泳ぎ)森洋(自由型)開

田良元(背泳)が活躍し、桑野、平、山口(ホーフ

等も居た。七年制の尋常科で活躍した立花は線の細

い、やせ型の、スタミナという言葉と程遠い感じ¢

文学青年だったが、ひとたびプーノレK入ると物凄ν

デッドヒートを繰 bひろげてプーノレサイドKいるノへ

の手K汗握らせるグームを展開したものであるが悼

しくも早世した。後K妹さんが水泳部K入 b、全 E

本選手権の決勝K進出している。

一年後はとれまた多士済々で、 ドカタと上原、奇

田、門田、小林、等が眼K浮かぶ。上原は水球の言語

合前の練習で、シュートがゴールのネットの倣れ目

を抜けて、うしろ Kあったテントの主柱をたなし、

大会準備中の役員を驚かせた事がある。

さき Kも述べたよう K、我々は敗戦前後の混乱期

K 、学制改革のさ左か K水泳部K籍をむいていた¢

で、じっく bと学生々活を送ったとは思え左い。し

かしその中でも水泳部での日々は辛いとはいっても

楽しかった。成城の五年問、遅くて不器用で、結馬



はレギュラ -VC左れず、卒業まぎわK、他校との水

泳の練習試合の、それも後半だけ、台情けで出して

もらったような私でも、皆は、と Kかく練習だけは

人並み Kゃった。それだけのととを認めて仲間 K入

れ、未だK親しくさせて載いている、とれは非常 K

有難いととだと思う。

そして、成城の水泳部で、と Kかく最後までやめ

ずK練習を続けた事が、結局は教育大の水泳部で、

卒業主で水球の全試合K出場するという、その基礎

K在ったのだと思うと、改めて自分の人生K対する

成城水泳部の五年間の重みを感じ在いわけ Kは行か

左い。

いま、最も複雑左気持ちで試合を見るのは、それ

ぞれ後輩Kあたる成城対筑波の試合である。それも

両校共K強者同志として相まみえるのは喜しい。片

方、又は両方が弱いというのはやはりさびしい。

敗戦後の混乱期K、それなタの情熱の対象として

選んだ水泳、水球、その想い出をいつまでも鮮かK

かつ楽しいもの K保ちつづけるためKも、現役の方

々の青春の想い出として、何Kもかえ難い貴重左財

産としてとれからの人生の中K心K残って行 <VC違

い左いからである。

トリの思い出
旧高第23回
824年修了

村瀬 功

立花君の死があま!JVCも突然だったので、その悲

しみを驚かざるを得左かった。しかも僕が最後 K “

とり..VC会った時はいつもと変わったこと左〈一緒

Kプーノレで泳いだのであるから今もって、本当の様

な気がしない。 “トリ"とは柳組の時から一緒であ

b、叉共K水泳部K入った。だいぶ秋らし〈在って

人影も左い淋しいプーノレK行くと、何故か彼の思い

出が次からつきずへと浮かんでくる。そして、今更 K

彼の死がいたわしく在ってくる。

元来、彼は運動が大好きだったが、体が弱 くて、

孝子まけ Kゼンソク K悩まされていたので、いつも少

し弱々しかった。

体力 の弱かった事で“トリ"は水泳の練習 が相当

重荷であった事は、知って いたが、いつもや る時は

もくもくとして実行してい た。

“トリぬが水泳部K入っ た当時は、明るいほがら

左より前列

岡田良元

村瀬 功

木村

後初j

山田寿一

金井正之

か左性質の持主であったが、体が他の連中 K比べて

弱々しかった。

しかし、その春、一度K入った部員は四十人位で

あったが、秋まで残った者は、結局六、七人であっ

た。他の連中は、皆練習のつらさ K耐えかねてやめ

てしまったが“トリ“は残っていた。そしてその秋

の七年制低学年の試合Kは、メイン・ポイントグッ

ターとして活躍したのである。そして、体力的Kも

驚〈程進歩を見せていた。彼の春から秋Kかけての

努力を称賛しなかったものは左かった。それ程彼は

真面目だったのである。雨の日も風の日も彼は元気

左時は、きっと現われた。特長のある口と目を大き

く開いて懸命K左って泳いでいた“トリ凶が左っか

しい。それも今は永遠K見え左いが、彼の残したフ

プイテイング・スピリットは永遠K後輩の手K残せ

中列の右側が私{村瀬功)てす。
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るであろう。

一面、彼は非常 Kデリケート在感情の持主で、無

邪気左ととろのある憎め左い奴だった。ひどく動物

が好きだ った事も忘れられ左い。殊K、好き だった

鳥のとと左ら何でも知っていた。

数々の思い出を残して亡く在った彼K厚〈同情す

る。彼の元気の好い顔を今一度見たいのは人情であ

る。とれが運命というもの左らば、深 く“ トリ"の

冥福を祈 って やま左い。

画亙]

八百米自由型決勝

旧高第ZiQI 立花幸一
「只今の結果を申し上げます。

1着 荘 司 君 東 京 高校……時間 1分 22秒零…

・・」高等科の百米背泳決勝は終 った。

「次は尋常科の八百米自由型決勝であ bます。選

手諸君はた Y ちKスタート台Kシ集ま b下さい。」

と云ふアナウンスを聞いて、 「さあいよいよ だ 」と

思ひながらスタート台のそばK行く。

第 1のコース……青山君 成陵高校

第 2のコース……立花君 成城高校

第 3のコース……豊島君 成藤高校

第 4のコース……三樹君 学習院

第 5のコース……藤巻君 都立高校

第 6のコース……平子君「弟」 成城高校

第 7のコース・ぃ…入来君 成城高校

コースナンバーの発表を胸がどきどきす る中 で聞い

た。私は強敵の豊島と青山 Kはさまれている。との

事は一方では前半ついて行って後半飛ばすーーと云

ふ私の作戦Kは好い場所だが、競ると強い豊島であ

る事を考へるとあまり好い場所ではまい。

予選では 1番だった一一一青山は私よ b台そい

等と考へて心を静めようとするが、心は静まるどと

ろかともすれば、

豊島は四百米では入来も負かした 豊島は

体が大きい一一一等と云ふ考へが湧いて来て、尚更

胸はどきどきする。

「ピー。 J笛は鳴った。スタート台K立つ。 r立
花頑張れ。 Jr立花しっか i?0 Jの声が起る。

とはばった顔を無理K徴笑ませて、味方の方を見

た時、 「用意。」の声が響いた。きっと、ゆらゆら
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している水を見つめる。

「ドン./Jピストノレが鳴 った。

7年制高校辱常科

優勝杯をかかえて

S 21. 5. 23逝去

2 5米は軽く泳いだ。調子は好いようだ。 青山、

私、豊島と殆んど 3人は並んで行った。

私は作戦通夕、百米まではむしろ抑へて青山の先

行を許して行った。

2百米。豊島は私を二米程は左した。

青山は私より五米位台くれている。

四百米一一豊島は七米位先行している。 rさあそ

ろそろ詰めよろうぜ」と 425米のターンの時、誰

かがど在ってくれた。私もその積りだったから、少

しづっピッチを上げて行った。

六百米一一豊島 K先行される事二米半。入来は計

画通りトップだろうかと心配Kなる。

七百米一一後百米、豊島 K半米ばかりと在る。必

死だ。七百二五米の前で遂K並ぶ。

ターンで又半米抜かれる。七百五十米の前で叉一

緒。ターンで抜かれる。

カランカランとラストの鐘が鳴っている。

七百七五米一緒Kターン。並んだ。手がコース K

引掛って績だ。

私も彼も顔を見合せているので全く必死だ。最後

の 25米は全く一緒K並んで泳いだ。一寸でも差を

つけようとするが駄目だ。

ゴール。顔を上げると、 「わあっ。」と云ふ歓戸

が聞えて来た。まはりを見ると驚いた。総立ちであ

る。引張 b上げK来て呉れた南さんK、 「勝った?

と聞くと「介ら左い」と云ふ。手と足の筋肉が痛いc

「入来は?J r 1番。 J(二米程私よ b早かった
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立花君』

我が名

心臓の響

『第五のコース

アナウンスされぬ

ドキリ ドキリ

笛は左る

心をしつめて スタート台K立てば

プーノレの水は青〈

ピストルの音

左右は水煙 群がタ進む 50米

必死の四百 敵は落伍し

上る歓声我勝ちぬ

立花君 成城高校』

ゆらめく

ピー

ドン

そうである)上ると山本さんや福田さんが来て、

好かったぞ。好かったぞ。頑張ったね。」と云って

労って呉れる。結果は殆んど同時左ので分らない。

と誰もが云ふ。

「惜しかった。 Jrもう一寸は在していたら左弘」

と皆 K言はれ左がら着替へてプールへ出ると、果然

結果発表だ。

「只今の結果を申し上げます。

1着 入来君 成城高校……時間 13介 8秒0

2着 豊島君 成援高校……時間 13分 11秒

『一着
9 

194 6・6・9

我が名

ゆらめきと

白いコース K 立つしぶき

一着た bし我が為の

楽しさを

アナウンスされる

『病にふして』

思い出す

すとやか在日の

プーノレの水の

病Kふして

成城高校……時間 13分 11秒

矢っ張り。と思った。直後はそんな K感じ左かっ

たが、タイムは同じまの~...・・・と思ふと、やはり口惜

しかった。

尚アナウンスは続く。

4着 青山君 成藤高校…………………。」

(注) との競泳記は去る 9月 2日、成員長プーノレK於

て行われた第 12回関東 7年制高等学校水上競

9 

立花君3着

1 1 

63 

1 946. 

旧制高校

拍手の音も思われて

ああとの体 体さへ

そう思う目 K ふと涙

技大会の記述である。

着』fr-




